
編著：福祉試験対策工房 

厳選良問 
～ ｢○○すればよい｣って×になりやすい ～ 

 

分野 医療・心理系分野 出典 ケアマネ試験(第 20 回-問題 33) 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 問題 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

問題 感染予防について、より適切なものはどれか。３つ選べ。 

 

1 標準予防策(スタンダード・プリコーション)の基本は、人の体液や排泄物のすべてに感

染性があるものとして取り扱うことである。 

2 ノロウイルス感染者の嘔吐物処理に際しては、汚染した場所をアルコール綿で拭き取

ればよい。 

3 水痘、麻疹、風疹、及び B 型肝炎は、ワクチンで予防可能な感染症である。 

4 咳エチケットは、インフルエンザと診断されたときから心がければよい。 

5 高齢者を対象とする肺炎球菌ワクチンは、定期接種となっている。 

 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ポイント＆解答＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

資格別試験対策  

社会福祉士 精神保健福祉士 介護福祉士 介護支援専門員 保育士 

★★ ★★ ★★★ ★★★ ★ 

注)★★★…必ず学習!! ★★…できれば学習! ★…余裕があれば確認 ×…学習しなくて OK 

 

試験対策ポイント解説  

問題自体は、感染予防に関するスタンダードな内容となっています。とくに選択肢 1、選

択肢 2、選択肢 5 は、ケアマネ試験を中心にこれまでも頻繁に出題されている内容なので、

解説やテキストでしっかり学習しましょう。 

この問題は、選択肢の内容が全く分からない場合でも、「～すればよい」を除去すると正解

が残ります。みなさんも、「～すればいいんじゃない」といった感じの言葉を相手から言わ

れた経験があるかと思います。このニュアンスは「ベストの内容を示す」というよりは「仕

方なくその内容を示す」という意味合いが強く、試験では『×』になりやすいといえます。 

選択肢 5 は『○』ですが、これを「～すればよい」形式に変換すると、「高齢者は、肺炎球

菌ワクチンを定期接種すればよい」といった感じになります。この表現だと、インフルエ

ンザの予防接種なども受ける必要があるから『×』と判断できてしまいます。 

このように、試験では選択肢の内容だけでなく、語尾の表現にも目を向けていきましょう。 

 

 

 

解答 1,3,5 

 


